
一般社団法人 愛知県測量設計業協会

昭和42年8月 
　　社団法人全国測量業協会中部支部愛知県支会発足
昭和49年10月
　　愛知県測量設計業協会設立総会
昭和49年11月
　　愛知県より社団法人認可 
　　社団法人愛知県測量設計業協会発足（会員数98社）
昭和50年3月 
　　機関誌「あいちの会報」創刊
昭和50年10月 
　　同上を「協会通信」に名称を改称し、刊行
昭和53年12月 
　　協会章を制定
昭和54年11月 
　　創立5周年記念式典及び祝賀会開催
　　記念誌「5年の歩み」刊行
昭和59年11月 
　　創立10周年記念式典及び祝賀会開催
　　記念誌「10年の歩み」刊行
平成3年11月 
　　機関誌「方位」創刊、現在に至る
平成6年11月
　　創立20周年記念式典及び祝賀会開催
　　記念誌「道標」刊行
平成11年11月 
　　創立25周年記念式典及び祝賀会開催
平成15年4月 
　　技術委員会だより「テクノアイ」創刊
平成16年10月
　　「アメリカ伊能大図里帰りフロア展 in ナゴヤドーム」開催
平成16年11月
　　創立30周年記念式典及び祝賀会開催
平成18年7月
　　厚生労働省所管（独）雇用・能力開発機構の中小企業
　　人材確保推進事業助成金受給団体に認定
平成21年4月
　　実践型人材養成システムによる教育訓練を実施中
平成21年5月
　　創立35周年記念式典及び祝賀会開催
平成23年3月
　　大災害時における愛知・岐阜・静岡の三県測協間の応  
　　援に関する協定の締結
　　愛知県との災害時緊急支援に関する協定の締結
平成25年4月
　　一般社団法人へ移行
平成26年11月
　　創立40周年記念式典及び祝賀会開催
　　創立40周年記念誌「方位」刊行

協会の主要な事業

〒460-0002
名古屋市中区丸の内3丁目19番30号
愛知県住宅供給公社ビル3階
TEL 052-953-5021  FAX 052-953-5020

mail ： jimukyoku@aisokkyo.or.jp
http ：//www.aisokkyo.or.jp　　　　　　　　

一般社団法人 愛知県測量設計業協会
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協会の沿革

（１）測量設計業の技術及び経営の改善に関する調査研究
（２）測量設計業に関する法制及び施策の調査研究
（３）測量設計業の技術、経営等に関する研修会、講習会等の開催
（４）測量設計業の諸制度、経営等に関する情報及び資料の収集
（５）測量設計業の社会的使命に関する宣伝及び普及啓発
（６）測量業に関する登録申請等に係る助言、指導及び相談等
（７）関係機関等への要望、連絡、意見交換及び提携等
（８）その他本法人の目的を達成するために必要な事業

測量委員会・建設コンサルタンツ委員会・危機管理委員会だより



本年度測量委員会の測量研修会は、測量研修会を一宮・豊田加茂・新城設楽建設事務所で行ないました。
そこで、今回のテクノアイでは、測量技術研修会で使用した資料を多くの方に見て頂き、業務のお役に立てばと
思っております。

平成29年度　測量委員会活動報告

　　技術革新の進む測量
（一社）愛知県測量設計業協会　測量委員会
　　　　委　　員　　　太　田　和　哉
　　　　　　　　　　　　〈玉野総合コンサルタント（株）〉

　　TSの応用（中心線測量）
（一社）愛知県測量設計業協会　測量委員会
　　　　委　　員　　　太　田　和　哉
　　　　　　　　　　　　〈玉野総合コンサルタント（株）〉

　　　測量研修会参加人員

1

2

3
種別 事務所名 開催日 講　　　師 測量実習担当会社 参加人数

中村　光太郎
　㈱大増コンサルタンツ

ニチイコンサルタント㈱
㈱三愛設計
久松測量設計㈱

㈱須藤事務所
㈱酒井設計事務所
信栄測量設計㈱

㈱新城測量設計
設楽測量設計㈱
㈱成和コンサルタント

太田　和哉
　玉野総合コンサルタント㈱

太田　和哉
　玉野総合コンサルタント㈱

一宮① 10／23（月） 27名
（内、市町15名）

豊田加茂② 11／7（火）
19名

（内、市町7名）

新城設楽③ 11／8（水）
25名

（内、市町7名）

測
量
研
修
会
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1. 技術革新の進む測量

（一社）愛知県測量設計業協会

測量委員会

委　員　　太田　和哉

（玉野総合コンサルタント㈱）
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2. TSの応用（中心線測量）

（一社）愛知県測量設計業協会

測量委員会

委　員　　太田　和哉

（玉野総合コンサルタント㈱）
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開催目的：県及び市町村職員が測量に関する研鑽を積むことを目的とする。
愛測協としては、この活動を通じ県職員の測量業務に関する理解が深まり、地元企業とのコンセン
サスが図れることを目的とする。

3. 測量研修会

あなたの性別あなたの所属 あなたの年齢
測量研修会に対する
アンケート結果（71人）

28%
（18人）

67%
（42人）

46%
（29人）

49%
（31人）

35%
（22人）

16%
（10人）

18%
（11人）

17%
（11人）

よく理解できた

理解できた

普通

やや難解

理解できなかった

無回答

講義2について

0%（0人）
0%（0人）

0%（0人）
0%（0人）

0%（0人）
0%（0人）

59%
（37人）

11%
（7人）

17%
（11人）

13%
（8人）

よく理解できた

理解できた

普通

やや難解

理解できなかった

20～30歳

31～40歳

41～50歳

51～60歳

その他

無回答

無回答

実習について

43%
（27人）52%

（33人）

2%（1人）

男性

女性

無回答

県職員

市町村職員

無回答

非常に良かった

良かった

どちらともいえない

参考にならなかった

その他意見・感想

無回答

参加した感想

33%
（21人）

63%
（40人）

2%（1人）
よく理解できた

理解できた

普通

やや難解

理解できなかった

無回答

講義1について

59%
（37人）

16%
（10人）

17%
（11人）

8%（5人）

新城設楽建設事務所
平成29年11月8日（水）

一宮建設事務所
平成29年10月23日（月）

豊田加茂建設事務所
平成29年11月7日（火）

5%（3人） 6%（4人） 5%（3人）
8%（5人）

3%（2人）

室
内
研
修
風
景

野
外
実
習
風
景

室
内
研
修
風
景

野
外
実
習
風
景

室
内
研
修
風
景

室
内
実
習
風
景

0%（0人） 0%（0人）

2%（1人）
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「シビルエンジニアA・I」意見交換会の記録

「平成29年度　シビルエンジニアＡ・Ｉ　意見交換会」
目　的：受発注者が日常業務について意見交換し、円滑な業務の遂行を図る。
日　時：平成29年9月29日（金）13:30～16:00
場　所：愛知県西三河建設事務所　701会議室
概　要：冒頭、愛知県西三河建設事務所、山田和久所長から『お互いの信頼関係はコミュニケー

ションをしっかりとることにより熟成され、『地域インフラ』を整備する共通の目的のための重要なパートナーとし
て、手戻りのない品質の高い成果品が完成することができる。特に、災害時には受注者、発注者双方がそれ
ぞれの立場や考え方を理解して、良質な意思疎通を短時間に図ることが重要です。本日は、活発な意見交換
をして頂き、実りのある意見交換会にしていただきたい。』とのお言葉を頂きました。
その後、3つのグループに分けて活発な意見交換を行い、各グループのコーディネーターによる報告の後、林
由紀夫企画調整監が講評を述べられ、最後に愛知県測量設計業協会青木拓生副会長の挨拶で閉会しま
した。
シビルエンジニアＡ・Ｉの詳細については、愛知県測量設計業協会HP
http://www.aisokkyo.or.jp/pdf/iinkai/kenkon/29sibiru.pdfをご覧ください。

■ シビルエンジニアA・I　出席者名簿

山田秀穂
　（NTCコンサルタンツ）
越智真也
　（名北総合技研）
藤城正裕
　（都市施設整備課 主任主査）
村松正光
　（道路整備課 主査）
小野田圭吾
　（河川港湾整備課 技師）
松浦里史
　（葵エンジニアリング）
古田　靖
　（太栄コンサルタンツ）
萩原秀之
　（葵コンサルタント）

國島正彦
　（協和調査設計）
伊勢野暁彦
　（カナエジオマチックス）
中田英俊
　（西尾支所建設課 課長補佐）
竹内　剛
　（河川港湾整備課 主査）
金森　大
　（道路備課 技師）
三野宮武史
　（葵設計事務所）
鬼頭和久
　（信栄測量設計）
小澤拓也
　（中日本建設コンサルタント）

伊藤寿浩
　（アローコンサルタント）
杉本佳郎
　（中日本建設コンサルタント）
若月紀光
　（都市施設整備課 主査）
安藤貴弘
　（西尾支所管理課 主査）

佐藤宏樹
　（大増コンサルタンツ）
矢吹栄樹
　（協和調査設計）
石黒茂樹
　（中央コンサルタンツ）
安福広成
　（梶川土木コンサルタント）

コーディネーター

第1グループ 第2グループ 第3グループ

記録者

参加者
西三河

建設事務所

参加者
（愛測協）

西三河建設
愛知県庁建設企画課
愛測協

３名（山田和久所長・林由紀夫企画調整監・水谷靖課長補佐）
2名（調整Ｇ 高橋委直課長補佐・村山貴広主任主査）
5名：青木副会長・廣瀬委員長・下田副委員長・安井委員（受付・写真担当）・山田（雅）委員・建通新聞社・日刊建設工業新聞社

平成29年度　建設コンサルタンツ委員会活動報告

山田 和久 所長

（　　　　）

傍
聴
者
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■ 第１グループ

■ 第2グループ

意見交換会テーマ1：コミュニケーションについて
業務進捗や成果の品質を確保するための良好なコミュニケーションを図る取組みが紹介され、これらをベースに
意見交換を進めた。
■　受発注者間でのコミュニケーションを促進する方策としてワンデーレスポン
スが効果的に励行されていることが確認できた。また、メール送信後の電話
により、作業条件や期限等を確認して業務進捗を維持する事例が紹介さ
れた。このように個々の受発注者間で積極的なコミュニケーションの機会
を得る工夫を実践していくことも効果的であり、円滑な業務進捗、成果の品
質向上、さらに受発注者の信頼関係の構築に繋がるものと考えられる。

意見交換会テーマ2：業務遂行上の苦労について
業務が重なったケースや苦労した業務経験に基づき、現状、課題等を確認

しながら、相互の意見や取組みを理解することができた。
■　受注側担当者はひとりで業務を進めるケースが多く、また、複数の業務を抱
える状況にある。上司が打合せ協議や中間社内照査に参加して業務状況
を把握したうえで、適切な指導や手持ち業務のスケジュール管理を行うなど、
業務担当者をサポートする必要がある。業務担当者が発注者の良きパート
ナーであるように会社の体制から支援、指導していくことも求められる。

■　受注者にとって現場に則した設計をするために現場を見ることが重要なことである。特に、自分が従事した業務
の現場を確認することにより、設計成果へのフィードバックをすることができれば一層の技術力の向上が期待で
きる。また、社会資本整備への貢献を実感でき仕事へのモチベーションを高めることができると考えられる。このよ
うな観点からも現場確認は、若手教育の場としても効果的であると考えられる。

意見交換会テーマ3：業務に関する関心事について
社会資本の将来像と働き方改革について、前向きな取組みや意見が多く出された。
■　社会資本整備を支える建設コンサルタント業が持続的な分野であるために、社会
資本の重要性を社会に広めることや新規就業者の確保などに努める必要がある。
今後も新技術の習得等により生産性の向上に努めていくと共に、ノー残業デーや
完全週休二日制の実現など就業環境の改善に向けて、取り組みの推進が重要と
なる。これらの就業環境の改善は、業務の円滑な進捗などに裏付けされるものであ
ることから、受注者の取り組み努力は当然のこと、発注者におけるご理解、ご協力を
お願いしたいところでもある。

意見交換会テーマ1：コミュニケーションについて
成果の品質確保を行う良好なコミュニケーションを図る取組みが紹介され意見交換が進められた。
■　業務成績評定のコミュニケーション力について
近年監督員と現地を確認する合同現地調査は、受発注者が業務の最初
の段階でお互いに現場の共通認識を持つこと。業務報告書において設
計条件や基準を簡潔にまとめて記載してある。他に作成が義務付けられて
いる業務概要書を作成するにあたり、分かりやすい全体構成を考えるよう
になってきていることなどの多く工夫がコミュニケーション能力の向上や品
質確保につながっていることの共通認識が確認できました。

■　コミュニケーションの評定点に寄与について
業務を円滑に進める上でコミュニケーションを図ることは非常に重要である。この意味において監督員と委託業
者との合同現地調査はお互い共通の意識を持つことで様 な々設計手法、施工計画を検討し得る良い手段であ
り、打合せにおいて複数の技術提案を行うことなどがコミュニケーションの評定点に寄与すると思われる。

意見交換会テーマ2：業務遂行上の苦労について
施工計画の課題についての以下のような意見交換が行われた。
■　施工計画には設計基準がないため、施工業者に聞くなどの対策をしてい
る。施工計画に地質や景観も考慮する必要があるため、何度も現場へ足
を運ぶようにしている。

■　施工計画など設計基準に準拠し難い内容は、現地に何度も出向き現場
の特性などを把握することが必要であり仮設などのミス防止に繋がる。

意見交換会テーマ3：業務に関する関心事について
建設技術革新についての意見交換が進められました。
■　レーザー測量などの新技術で、簡単に測量ができるようになってきている。
i-Constructionのアイデアはいいが使いこなせる人がいるのかと心配してい
る。若い人が不足している現状では、なかなか普及しないのではないか。ドロー
ンを使用した打診点検技術なども研究されてはいるが、実用化はまだ先になり
そうである。

■　建設ICTで近年ドローン（UAV）を用い画像・図面処理を行い測量や設計に応用しているが、使いこなせる人も
少なく若手の人材不足も含め、技術者を育成することが今後の発展に向けた課題である。

意見交換会テーマ1：コミュニケーションについて
所内・社内のコミュニケーションと業務成績評定のコミュニケーション力について意見交換を行いました。
■　所内・社内のコミュニケーションについて
所内、社内のコミュニケーションは、上司、部下との相談や会議で業務上の課題や進捗状況等の情報共有がで
き良好である。ただ、横のつながりを密にすることで、重複する作業をなくす
効果が生まれると考えられる。

■　業務成績評定のコミュニケーション力について
業務成績評定のコミュニケーション力の評価向上には①発注意図が特記
仕様書だけでは伝わらないこともあるので、初回打合せで十分に確認する
こと。②受注者から積極的に進捗状況、課題や打合せ時期等の連絡を入
れること。③質問に対してすぐに答えるなど受け答えが良いこと。などが確
認できた。

意見交換会テーマ2：業務遂行上の苦労について
業務遂行上の発注者と受注者間の苦労についてご意見を伺いました。また、短時間で効率よく業務を進めるた

めにはどのようなことを工夫及び取組みを理解することができた。
■　発注者と受注者間の苦労について
業務の途中で条件が変更することがあり、苦労するが、議事録等で記録を残すようにしている。また、繰越業務で
発注担当者が変わり方針が変更することがある。
繰越業務の場合、発注者は設計条件等細かい内容までの引継ぎが難しいことが多いことから、受注者の対応
策としては、今までのいきさつを確実に説明することが重要であると感じた。

■　短時間で効率よく業務を進めるための工夫について
効率的に業務を進めるためには、業務を分業化して、図面作成や数量計算な
どを行う専門的な人員を育てるようにしている。
手戻りをなくすことに尽きると考える。設計条件を社内の照査等で確認し、最終
のアウトプットを明確にして、受発注者が情報を共有していくことが重要である。
短時間で効率よく業務を進めるためには、人的対応と手戻りが生じない手続き
を踏むことが、重要であるとの意見でした。

意見交換会テーマ3：業務に関する関心事について
最近、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現が求められています。みなさんの職場での取り組みに

ついて、話し合いました。
■　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現への取り組みについて
時間外労働の抑制策の一つとして「ノー残業デー」は、受発注者とも定着して
いるものの、繁忙期となると徹底できていない現状にある。また、発注者におい
ては、「一週間における働き方ルール」を意識して実践されていることを知り、受
注者にとっても良い影響があるものと思われる。

第1グループ　意見交換会風景1

第2グループ　意見交換会風景1

第1グループ　意見交換会風景2

第1グループ　講評風景

—　10　—



■ 第3グループ

意見交換会テーマ1：コミュニケーションについて
業務進捗や成果の品質を確保するための良好なコミュニケーションを図る取組みが紹介され、これらをベースに
意見交換を進めた。
■　受発注者間でのコミュニケーションを促進する方策としてワンデーレスポン
スが効果的に励行されていることが確認できた。また、メール送信後の電話
により、作業条件や期限等を確認して業務進捗を維持する事例が紹介さ
れた。このように個々の受発注者間で積極的なコミュニケーションの機会
を得る工夫を実践していくことも効果的であり、円滑な業務進捗、成果の品
質向上、さらに受発注者の信頼関係の構築に繋がるものと考えられる。

意見交換会テーマ2：業務遂行上の苦労について
業務が重なったケースや苦労した業務経験に基づき、現状、課題等を確認

しながら、相互の意見や取組みを理解することができた。
■　受注側担当者はひとりで業務を進めるケースが多く、また、複数の業務を抱
える状況にある。上司が打合せ協議や中間社内照査に参加して業務状況
を把握したうえで、適切な指導や手持ち業務のスケジュール管理を行うなど、
業務担当者をサポートする必要がある。業務担当者が発注者の良きパート
ナーであるように会社の体制から支援、指導していくことも求められる。

■　受注者にとって現場に則した設計をするために現場を見ることが重要なことである。特に、自分が従事した業務
の現場を確認することにより、設計成果へのフィードバックをすることができれば一層の技術力の向上が期待で
きる。また、社会資本整備への貢献を実感でき仕事へのモチベーションを高めることができると考えられる。このよ
うな観点からも現場確認は、若手教育の場としても効果的であると考えられる。

意見交換会テーマ3：業務に関する関心事について
社会資本の将来像と働き方改革について、前向きな取組みや意見が多く出された。
■　社会資本整備を支える建設コンサルタント業が持続的な分野であるために、社会
資本の重要性を社会に広めることや新規就業者の確保などに努める必要がある。
今後も新技術の習得等により生産性の向上に努めていくと共に、ノー残業デーや
完全週休二日制の実現など就業環境の改善に向けて、取り組みの推進が重要と
なる。これらの就業環境の改善は、業務の円滑な進捗などに裏付けされるものであ
ることから、受注者の取り組み努力は当然のこと、発注者におけるご理解、ご協力を
お願いしたいところでもある。

意見交換会テーマ1：コミュニケーションについて
成果の品質確保を行う良好なコミュニケーションを図る取組みが紹介され意見交換が進められた。
■　業務成績評定のコミュニケーション力について
近年監督員と現地を確認する合同現地調査は、受発注者が業務の最初
の段階でお互いに現場の共通認識を持つこと。業務報告書において設
計条件や基準を簡潔にまとめて記載してある。他に作成が義務付けられて
いる業務概要書を作成するにあたり、分かりやすい全体構成を考えるよう
になってきていることなどの多く工夫がコミュニケーション能力の向上や品
質確保につながっていることの共通認識が確認できました。

■　コミュニケーションの評定点に寄与について
業務を円滑に進める上でコミュニケーションを図ることは非常に重要である。この意味において監督員と委託業
者との合同現地調査はお互い共通の意識を持つことで様 な々設計手法、施工計画を検討し得る良い手段であ
り、打合せにおいて複数の技術提案を行うことなどがコミュニケーションの評定点に寄与すると思われる。

意見交換会テーマ2：業務遂行上の苦労について
施工計画の課題についての以下のような意見交換が行われた。
■　施工計画には設計基準がないため、施工業者に聞くなどの対策をしてい
る。施工計画に地質や景観も考慮する必要があるため、何度も現場へ足
を運ぶようにしている。

■　施工計画など設計基準に準拠し難い内容は、現地に何度も出向き現場
の特性などを把握することが必要であり仮設などのミス防止に繋がる。

意見交換会テーマ3：業務に関する関心事について
建設技術革新についての意見交換が進められました。
■　レーザー測量などの新技術で、簡単に測量ができるようになってきている。
i-Constructionのアイデアはいいが使いこなせる人がいるのかと心配してい
る。若い人が不足している現状では、なかなか普及しないのではないか。ドロー
ンを使用した打診点検技術なども研究されてはいるが、実用化はまだ先になり
そうである。

■　建設ICTで近年ドローン（UAV）を用い画像・図面処理を行い測量や設計に応用しているが、使いこなせる人も
少なく若手の人材不足も含め、技術者を育成することが今後の発展に向けた課題である。

意見交換会テーマ1：コミュニケーションについて
所内・社内のコミュニケーションと業務成績評定のコミュニケーション力について意見交換を行いました。
■　所内・社内のコミュニケーションについて
所内、社内のコミュニケーションは、上司、部下との相談や会議で業務上の課題や進捗状況等の情報共有がで
き良好である。ただ、横のつながりを密にすることで、重複する作業をなくす
効果が生まれると考えられる。

■　業務成績評定のコミュニケーション力について
業務成績評定のコミュニケーション力の評価向上には①発注意図が特記
仕様書だけでは伝わらないこともあるので、初回打合せで十分に確認する
こと。②受注者から積極的に進捗状況、課題や打合せ時期等の連絡を入
れること。③質問に対してすぐに答えるなど受け答えが良いこと。などが確
認できた。

意見交換会テーマ2：業務遂行上の苦労について
業務遂行上の発注者と受注者間の苦労についてご意見を伺いました。また、短時間で効率よく業務を進めるた

めにはどのようなことを工夫及び取組みを理解することができた。
■　発注者と受注者間の苦労について
業務の途中で条件が変更することがあり、苦労するが、議事録等で記録を残すようにしている。また、繰越業務で
発注担当者が変わり方針が変更することがある。
繰越業務の場合、発注者は設計条件等細かい内容までの引継ぎが難しいことが多いことから、受注者の対応
策としては、今までのいきさつを確実に説明することが重要であると感じた。

■　短時間で効率よく業務を進めるための工夫について
効率的に業務を進めるためには、業務を分業化して、図面作成や数量計算な
どを行う専門的な人員を育てるようにしている。
手戻りをなくすことに尽きると考える。設計条件を社内の照査等で確認し、最終
のアウトプットを明確にして、受発注者が情報を共有していくことが重要である。
短時間で効率よく業務を進めるためには、人的対応と手戻りが生じない手続き
を踏むことが、重要であるとの意見でした。

意見交換会テーマ3：業務に関する関心事について
最近、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現が求められています。みなさんの職場での取り組みに

ついて、話し合いました。
■　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現への取り組みについて
時間外労働の抑制策の一つとして「ノー残業デー」は、受発注者とも定着して
いるものの、繁忙期となると徹底できていない現状にある。また、発注者におい
ては、「一週間における働き方ルール」を意識して実践されていることを知り、受
注者にとっても良い影響があるものと思われる。

第2グループ　意見交換会風景2

第2グループ　講評風景

第3グループ　意見交換会風景1
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意見交換会テーマ1：コミュニケーションについて
業務進捗や成果の品質を確保するための良好なコミュニケーションを図る取組みが紹介され、これらをベースに
意見交換を進めた。
■　受発注者間でのコミュニケーションを促進する方策としてワンデーレスポン

スが効果的に励行されていることが確認できた。また、メール送信後の電話
により、作業条件や期限等を確認して業務進捗を維持する事例が紹介さ
れた。このように個々の受発注者間で積極的なコミュニケーションの機会
を得る工夫を実践していくことも効果的であり、円滑な業務進捗、成果の品
質向上、さらに受発注者の信頼関係の構築に繋がるものと考えられる。

意見交換会テーマ2：業務遂行上の苦労について
業務が重なったケースや苦労した業務経験に基づき、現状、課題等を確認

しながら、相互の意見や取組みを理解することができた。
■　受注側担当者はひとりで業務を進めるケースが多く、また、複数の業務を抱

える状況にある。上司が打合せ協議や中間社内照査に参加して業務状況
を把握したうえで、適切な指導や手持ち業務のスケジュール管理を行うなど、
業務担当者をサポートする必要がある。業務担当者が発注者の良きパート
ナーであるように会社の体制から支援、指導していくことも求められる。

■　受注者にとって現場に則した設計をするために現場を見ることが重要なことである。特に、自分が従事した業務
の現場を確認することにより、設計成果へのフィードバックをすることができれば一層の技術力の向上が期待で
きる。また、社会資本整備への貢献を実感でき仕事へのモチベーションを高めることができると考えられる。このよ
うな観点からも現場確認は、若手教育の場としても効果的であると考えられる。

意見交換会テーマ3：業務に関する関心事について
社会資本の将来像と働き方改革について、前向きな取組みや意見が多く出された。
■　社会資本整備を支える建設コンサルタント業が持続的な分野であるために、社会

資本の重要性を社会に広めることや新規就業者の確保などに努める必要がある。
今後も新技術の習得等により生産性の向上に努めていくと共に、ノー残業デーや
完全週休二日制の実現など就業環境の改善に向けて、取り組みの推進が重要と
なる。これらの就業環境の改善は、業務の円滑な進捗などに裏付けされるものであ
ることから、受注者の取り組み努力は当然のこと、発注者におけるご理解、ご協力を
お願いしたいところでもある。

意見交換会テーマ1：コミュニケーションについて
成果の品質確保を行う良好なコミュニケーションを図る取組みが紹介され意見交換が進められた。
■　業務成績評定のコミュニケーション力について

近年監督員と現地を確認する合同現地調査は、受発注者が業務の最初
の段階でお互いに現場の共通認識を持つこと。業務報告書において設
計条件や基準を簡潔にまとめて記載してある。他に作成が義務付けられて
いる業務概要書を作成するにあたり、分かりやすい全体構成を考えるよう
になってきていることなどの多く工夫がコミュニケーション能力の向上や品
質確保につながっていることの共通認識が確認できました。

■　コミュニケーションの評定点に寄与について
業務を円滑に進める上でコミュニケーションを図ることは非常に重要である。この意味において監督員と委託業
者との合同現地調査はお互い共通の意識を持つことで様 な々設計手法、施工計画を検討し得る良い手段であ
り、打合せにおいて複数の技術提案を行うことなどがコミュニケーションの評定点に寄与すると思われる。

意見交換会テーマ2：業務遂行上の苦労について
施工計画の課題についての以下のような意見交換が行われた。
■　施工計画には設計基準がないため、施工業者に聞くなどの対策をしてい

る。施工計画に地質や景観も考慮する必要があるため、何度も現場へ足
を運ぶようにしている。

■　施工計画など設計基準に準拠し難い内容は、現地に何度も出向き現場
の特性などを把握することが必要であり仮設などのミス防止に繋がる。

意見交換会テーマ3：業務に関する関心事について
建設技術革新についての意見交換が進められました。
■　レーザー測量などの新技術で、簡単に測量ができるようになってきている。

i-Constructionのアイデアはいいが使いこなせる人がいるのかと心配してい
る。若い人が不足している現状では、なかなか普及しないのではないか。ドロー
ンを使用した打診点検技術なども研究されてはいるが、実用化はまだ先になり
そうである。

■　建設ICTで近年ドローン（UAV）を用い画像・図面処理を行い測量や設計に応用しているが、使いこなせる人も
少なく若手の人材不足も含め、技術者を育成することが今後の発展に向けた課題である。

意見交換会テーマ1：コミュニケーションについて
所内・社内のコミュニケーションと業務成績評定のコミュニケーション力について意見交換を行いました。
■　所内・社内のコミュニケーションについて

所内、社内のコミュニケーションは、上司、部下との相談や会議で業務上の課題や進捗状況等の情報共有がで
き良好である。ただ、横のつながりを密にすることで、重複する作業をなくす
効果が生まれると考えられる。

■　業務成績評定のコミュニケーション力について
業務成績評定のコミュニケーション力の評価向上には①発注意図が特記
仕様書だけでは伝わらないこともあるので、初回打合せで十分に確認する
こと。②受注者から積極的に進捗状況、課題や打合せ時期等の連絡を入
れること。③質問に対してすぐに答えるなど受け答えが良いこと。などが確
認できた。

意見交換会テーマ2：業務遂行上の苦労について
業務遂行上の発注者と受注者間の苦労についてご意見を伺いました。また、短時間で効率よく業務を進めるた

めにはどのようなことを工夫及び取組みを理解することができた。
■　発注者と受注者間の苦労について

業務の途中で条件が変更することがあり、苦労するが、議事録等で記録を残すようにしている。また、繰越業務で
発注担当者が変わり方針が変更することがある。
繰越業務の場合、発注者は設計条件等細かい内容までの引継ぎが難しいことが多いことから、受注者の対応
策としては、今までのいきさつを確実に説明することが重要であると感じた。

■　短時間で効率よく業務を進めるための工夫について
効率的に業務を進めるためには、業務を分業化して、図面作成や数量計算な
どを行う専門的な人員を育てるようにしている。
手戻りをなくすことに尽きると考える。設計条件を社内の照査等で確認し、最終
のアウトプットを明確にして、受発注者が情報を共有していくことが重要である。
短時間で効率よく業務を進めるためには、人的対応と手戻りが生じない手続き
を踏むことが、重要であるとの意見でした。

意見交換会テーマ3：業務に関する関心事について
最近、仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現が求められています。みなさんの職場での取り組みに

ついて、話し合いました。
■　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現への取り組みについて

時間外労働の抑制策の一つとして「ノー残業デー」は、受発注者とも定着して
いるものの、繁忙期となると徹底できていない現状にある。また、発注者におい
ては、「一週間における働き方ルール」を意識して実践されていることを知り、受
注者にとっても良い影響があるものと思われる。

林 由紀夫 企画調整監　平成２９年９月２９日意見交換会　講評要旨
本日は、大変熱心に意見交換をしていただき、ありがとうございます。より良い成果品を作ることを目的に、それ

ぞれ違う立場からの、意見交換を行うことが重要である。
発表の中から、気がついたことは、

①委託受発注者間の打ち合わせは仕事の話しかできない。それぞれの風土が違
う中、こういった場で意見を交わすことでコミュニケーションがとれ、お互いの考
え方が理解できれば業務を進めていく上で非常に役立つと考えます。

②県の幹部と協会の幹部がおこなう定例勉強会とは違う立場、視点で話し合うこ
とは良いことだと感じます。

最後に成果品の品質改善のため、愛知県は次のような施策を進めている。
①初回の合同現地調査②概要版の作成③班長の打合せ参加④照査技術者の参加、特に、⑤今年度から

80点以上の業務評点の公表は、受注者の技術者の活力となっていると思います。
県としても積極的に設計成果の品質確保改善に取り組んでおりますので、お互いに協力し合い、上手にコ

ミュニケーションを取ることで、良い物を残していきたいと思います。

林 企画調整監

2017.10.5
建通新聞　掲載

2017.10.5
日刊建設工業新聞　掲載

第3グループ　意見交換会風景2

第3グループ　講評風景
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「アソシエーションA・I」現場研修会の記録

【研修概要】
今回の研修は中央自動車道に近接する中央公園内遊歩道に

架かる旧桃花台線の上下部工撤去工事です。
重要施設に近接かつ狭隘カ所の撤去工事という特殊な条件

下での設計・施工を現場で確認することができ、これからの社会資
本整備（維持管理・老朽化対策）に携わる私達にとって大変有意
義な研修会になりました。

■発注：愛知県尾張建設事務所道路整備課
■設計：愛知県測量設計業協会会員（中日本建設コンサルタント（株））
■施工：尾北建設協会会員（（株）松浦組）
■諸元：上部工（合成鋼鈑桁橋 橋長２１．２ｍ、幅員３．９～４．５ｍ）
　　　　上部工（非合成鋼箱桁橋 橋長２１．２ｍ、幅員４．５～７．６ｍ）
　　　　下部工（ＲＣ張出橋脚 全高0８．４ｍ、橋座幅９．３×２．２ｍ）

【研修内容】
①勤労センター大研修室にて概要説明

尾張建設事務所山口所長、尾北建設協会高木会長からご挨拶をいただき、続いて尾張建設事務所河合道路整備
課長より桃花台線の全線撤去に至る経緯と工事概要の説明をいただきました。

②現場見学
概要説明の後、施工現場に移動して桃花台線下部工（橋脚柱部）のワイヤソー工法による躯体切断、クレーンによ
る仮置きまでを見学しました。

「平成２９年度　アソシエーションＡ・Ｉ　名古屋地区」
尾張建設事務所、尾北建設協会、愛知県測量設計業協会の三者が一堂に会し、良質な社会資本整備を考える

ための意見交換を行いました。

■研修日時：平成２９年１２月８日（金）１３：３０～１７：００
■研修場所：現地研修「一般県道荒井大草線　道路構造物撤去工事（２号工）　小牧市城山２丁目地内」
　　　　　　検討会　「小牧勤労センター大研修室」
■参　加　者：80名（愛知県尾張建設事務所山口所長始め13名、尾北建設協会42名、愛知県測量設計業協会25名）

アソシエーションＡ・Ｉの詳細については、愛知県測量設計業協会HP
http://www.aisokkyo.or.jp/pdf/iinkai/kenkon/29asosi.pdfをご覧ください。

現地研修風景

山口所長

ワイヤソー工法による駆体切断 クレーンによる横取り 仮置き
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③検討会及び意見交換会
研修室に戻り設計者から上下部工撤去方　針、撤去工法検
討、工事中の迂回路計画、設計段階での課題の説明、そして施
工者から工事工程（仮遊歩道整備・遊歩道切替・橋梁撤去・遊
歩道整備）と現在の進捗状況の説明がありました。

状況説明を行った後、それぞ
れの違う立場からの視点によ
る質問・疑問点、それに対する
回答があり、積極的に意見交
換が出来ました。

最後に尾張建設事務所阪本企画調整監から研修会全体の講評をいただきまし
た。これからも無事故無災害による安全施工を第一として、三者が協力して地域の社
会資本整備を担っていかなければならないことを再認識することが出来ました。

貴重な時間と場所をご提供いただき関係者の皆様にお礼申し上げます。

参考になった

普通

参考にならない

現場見学会の内容について 現場見学会アソシエーションに参加して

1）現地研修会 2）検討会

アソシエーション A・I　名古屋地区　アンケート結果

3%

参考になった

普通

参考にならない

満足

普通

やや不満

80%

17%

71%

27%

66%

32%

2% 2%

阪本企画調整監

設計箇所と工事発注箇所 上部工：S248-R 非合成鋼箱桁橋

下部工：P249 ＲＣ張出橋脚
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平成29年度　危機管理委員会活動報告

平成28年4月に新設された「危機管理委員会」の目標も、第２段階の“危機管理体制の整備とBCMの導入
～動きながら考える～”でスタートしました。
タイムライン部会（主に対外関連）とBCP部会（主に協会内関連）の二つを下部組織に持ち、分かれて活動を進
めています。
以下に、二つの部会の活動実績を報告致します。

［タイムライン部会］
● 地震災害／タイムライン（後に添付）の“ステークホルダーとの連携”を目指して、遠距離域・中距離域・近距離
域の各測協及び他団体との意見交換を図りました。

● 遠距離域の測協／大分測協との意見交換会（第2回）を開催しました。
日時等　平成29年5月12日（金）　大分市
参加者　愛測協／正副会長・正副委員長等
　　　　大分測協／総務、BCP・WG委員長等
議　題　会員BCP普及の推進、協会BCPの作成、災害対応力の向上

を中心に協議
「大規模災害時の相互支援協力に関する覚書」の取り交わし

●建コン協と災害対応に関する意見交換会を開催しました。
日時等　平成29年6月19日（月）　建コン協中部支部　事務局
参加者　愛測協／危機管理委員会正副委員長、建コン協／災害対策委員会正副委員長等
議　題　地震災害時の対応について、①両協会の取組み経緯、②今後の意見交換

今後の対応として、技術・知見・取組み確認のための交流を予定

● 遠距離域の測協／岡山測協のBCP講習会に委員を派遣しました。
日時等　平成29年9月4日（月）　岡山市
講　師　官：岡山県土木部防災砂防課／長尾課長

学：香川大学／地域強靭化研究センター　磯打特命准教授
産：早川、山本両危機管理委副委員長

議　題　「愛知県測協のBCPへの取り組み」を中心に協議

● 中距離域の測協／石川測協との意見交換会（第1回）を開催しました。
日時等　平成29年10月13日（金）　名古屋市
参加者　愛測協／正副会長・正副委員長等

石川測協／正副会長・緊急対策委員長等
議　題　会員BCP・協会BCPの作成、災害対応力の向上を中心に

協議
「大規模災害時の相互支援協力に関する覚書」の取り交わし

特に、あいち広域連携シンポジウム（H27.12.16）において、中部9県1市広域災害時等応援連絡協
議会が大規模災害時に太平洋側から日本海側に至る縦の軸で支援する産官学民枠組みがあり、そ
れを活用して支援する体制を構築

［BCP部会］
● H29.4に協会BCPの作成・公表を行ない、会員への周知の第1段として地区別正副幹事会社説明会を開催
しました。
日時等　平成29年6月14日（水）　愛測協　事務局
参加者　尾張始め9地区正副幹事会社及び危機管理委員会委員
議　題　協会BCPの概要説明と実運用の課題

● 防災訓練のリアル化を目指し災害緊急時連絡訓練を行いました。
日時等　平成29年9月7日（木）　愛測協　事務局
参加者　今回から愛知県の９建設事務所、
　　　　２港務所も参加

● 企業防災カルテ（豊田市作成のカルテを一部修正）によ
る現時点の各社防災力の評価を行ない、毎年の対応成
果を“見える化”致しました。
人・物・金・情報の4つの経営資源に分け、それぞれの
各社防災力を数値・レーダーチャートに表示しており、レ
ーダーチャートのグラフの「形が整って」いて、「大きい」
ほど企業の持つ防災力が高く理想的な形と言えます。

第2回大分測協との意見交換会

第1回石川測協との意見交換会
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平成28年4月に新設された「危機管理委員会」の目標も、第２段階の“危機管理体制の整備とBCMの導入
～動きながら考える～”でスタートしました。

タイムライン部会（主に対外関連）とBCP部会（主に協会内関連）の二つを下部組織に持ち、分かれて活動を進
めています。

以下に、二つの部会の活動実績を報告致します。

［タイムライン部会］
● 地震災害／タイムライン（後に添付）の“ステークホルダーとの連携”を目指して、遠距離域・中距離域・近距離

域の各測協及び他団体との意見交換を図りました。

● 遠距離域の測協／大分測協との意見交換会（第2回）を開催しました。
日時等　平成29年5月12日（金）　大分市
参加者　愛測協／正副会長・正副委員長等
　　　　大分測協／総務、BCP・WG委員長等
議　題　会員BCP普及の推進、協会BCPの作成、災害対応力の向上

を中心に協議
「大規模災害時の相互支援協力に関する覚書」の取り交わし

●建コン協と災害対応に関する意見交換会を開催しました。
日時等　平成29年6月19日（月）　建コン協中部支部　事務局
参加者　愛測協／危機管理委員会正副委員長、建コン協／災害対策委員会正副委員長等
議　題　地震災害時の対応について、①両協会の取組み経緯、②今後の意見交換

今後の対応として、技術・知見・取組み確認のための交流を予定

● 遠距離域の測協／岡山測協のBCP講習会に委員を派遣しました。
日時等　平成29年9月4日（月）　岡山市
講　師　官：岡山県土木部防災砂防課／長尾課長

学：香川大学／地域強靭化研究センター　磯打特命准教授
産：早川、山本両危機管理委副委員長

議　題　「愛知県測協のBCPへの取り組み」を中心に協議

● 中距離域の測協／石川測協との意見交換会（第1回）を開催しました。
日時等　平成29年10月13日（金）　名古屋市
参加者　愛測協／正副会長・正副委員長等

石川測協／正副会長・緊急対策委員長等
議　題　会員BCP・協会BCPの作成、災害対応力の向上を中心に

協議
「大規模災害時の相互支援協力に関する覚書」の取り交わし

特に、あいち広域連携シンポジウム（H27.12.16）において、中部9県1市広域災害時等応援連絡協
議会が大規模災害時に太平洋側から日本海側に至る縦の軸で支援する産官学民枠組みがあり、そ
れを活用して支援する体制を構築

［BCP部会］
● H29.4に協会BCPの作成・公表を行ない、会員への周知の第1段として地区別正副幹事会社説明会を開催

しました。
日時等　平成29年6月14日（水）　愛測協　事務局
参加者　尾張始め9地区正副幹事会社及び危機管理委員会委員
議　題　協会BCPの概要説明と実運用の課題

● 防災訓練のリアル化を目指し災害緊急時連絡訓練を行いました。
日時等　平成29年9月7日（木）　愛測協　事務局
参加者　今回から愛知県の９建設事務所、
　　　　２港務所も参加

● 企業防災カルテ（豊田市作成のカルテを一部修正）によ
る現時点の各社防災力の評価を行ない、毎年の対応成
果を“見える化”致しました。
人・物・金・情報の4つの経営資源に分け、それぞれの
各社防災力を数値・レーダーチャートに表示しており、レ
ーダーチャートのグラフの「形が整って」いて、「大きい」
ほど企業の持つ防災力が高く理想的な形と言えます。

○南海トラフ地震等、太平洋側の複数県が広域的に被災した
場合（太平洋側の3県全てで震度6強以上の地震が発生した
場合等）を想定した広域応援の枠組み。（H26）

○被害が比較的少ないと予想される日本海側、相当の被害が
予想される内陸、被害が甚大と予想される太平洋側の県が入
る3つのグループに整理。

○各グループの構成県から「主たる応援県」を出す。
三重県

愛知県 静岡県

長野県

岐阜県

石川県
富山県

滋賀県

福井県

グループ

東側

中央

西側

　　　　　　　主たる応援県順位

（被災県）静岡県　（応援県）1位 富山県、2位 長野県

（被災県）愛知県　（応援県）1位 石川県、2位 岐阜県

（被災県）三重県　（応援県）1位 福井県、2位 滋賀県

太平洋側の複数県が被災した場合の応援の枠組み （中部9県1市連絡協議会）
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● 災害対応に向けての流れ（タイムライン①）

・幹事会社による会員企
業の情報収集

（当該地区の主たる会社
の確認）

・情報集約の確認
（会社⇔幹事会社⇔本部）

・災対本部へ報告

・１次支援 ※1

・２次支援 ※2

・土木研究会支部と地区会
員との事前準備

・愛測協事務局
　被災状況確認

【立上げ】
・災害対策本部設置
　（愛測協）
　会長及び特定理事参集
　会長による指示
　必要資源の確認
　（人、モノ、情報）

【運営】
・情報の収集
　（協会BCP/方法・様式参照）
・指示・連絡の確認
　発災日より日ごと別に
　要員と手段の確保
　（to県災対本部、会員）

【支援体制の確立】
・災害査定メンバーの確保
・不足器材・情報の調整

【支援体制の把握】
・災害査定協議／
　査定官・支援
　自治体・コンサル
・災害査定状況の把握
　マニュアルの確認

・応援外部団体（中部地区
協他）の能力把握と調整

・県内被災地区への応援
　要請協議

・社員の安否確認

・備蓄品の供出

・会長又は特定理事会社
と協定書締結

・被災時行動の流れの確認
　（BCP参照）
・災害情報の収集・整理
　（BCP様式参照）
・本部への情報提供
・支援自治体の確認
　（BCPの優先順位付け）

・初動体制の確認
・社員の出社・勤務時間

の確認

・１次支援体制の確認
・交通手段の確認

・２次支援体制の確認

・協会本部への協力要請
　（宿泊・交通費への配慮）

・社員其々の安全確保行動

・家族の安全・安否確認

・人命救助・緊急復旧対
応の確認

・通勤ルートの安全確認

・安否確認以後の行動確認

（以上は、各社BCPに準拠）

事前準備

南海トラフ巨大地震の発生
冬（1/17）5:46:52

緊急輸送ルートのみ確保

電話応急復旧期間

電気インフラ停止期間

水道・ガスインフラ停止期間

0hr

3hr

1day

2day

3day

7day

10day

30day

・他県との連携・協定
（応援時の宿泊・交通費
配慮）

・3hr以内：
　行動開始（第１報）

・管内の災害情報収集

・1day以内：
　緊急輸送道路状況確認

・3day以内：全状況把握
・県より1次支援要請

・1次支援様式の確認

・県より本格的支援要請

・２次支援様式の確認

・10day以内：県⇒国
　概算復旧費用報告

・30day以内：
　修正復旧費用報告

・北陸・近畿地区協と事前
協定協議

・福井県測協始め県測協
による応援

　（協会BCP参照）

・建コン協へ1次調査要請
・両協会の応援体制の確認

・建コン協・愛測協合同会議
　局訪問：工期延期依頼

・会員の自主行動開始
（3hr以内）

・各支部は県建設事務所
からの要請協力

・応急仮工事対応協議
　調査協力
　現場の把握

愛知県
建設部建設企画課（作間 俊宏）

TEL：052-954-6509
FAX：052-961-7028

mail：kensetsu-kikaku@pref.aichi.lg.jp
各建設事務所（9建設＋2港務）

会　　員

社員及び家族時間発生状況
中部地区協
他県測協

建コン協中部支部
事務局（古田 洋一）
TEL：052-265-5738
FAX：052-265-5739
mail：info@ccainet.org

愛知県土木研究会
事務局（田中 博）

TEL：052-931-6911
FAX：052-931-6913

mail：aichidobokukenkyukai
@smile.ocn.ne.jp

愛測協
地区幹事会社

愛測協
事務局（中村　孝雄）
TEL：052-953-5021
FAX：052-953-5020

mail：jimukyoku@aisokkyo.or.jp

会

　員

会

　社

条件
・冬（1/17（月））　早朝勤務時間前　5:46am
・南海トラフ巨大地震　Ｍ９．０　最大震度７
　　　　　　（震度６以上：１０県１５３市町村）

会員は社員の
安全確認

社員は各自・家族の
安全確認

会社リスタート準備
（後片付け）

地域：
ボランティア活動

愛測協活動
本格化

応援協力体制の
構築

※1　１次支援：県の応急概算工事費提出までの支援
※2　２次支援：県の復旧工事費提出までの支援
※3　災害査定：一般には発災後２ヶ月で査定完了がルール

H28.10.7

注1：オレンジ色文字：名工大／秀島教授指導のＷＳで提示された課題
注２：黒色文字：東日本大震災報告書に示された団体の実態及び意向
注3：建コン協、土木研究会とは今後協議するもので、課題・要請は注1、2の通り
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● 災害対応に向けての流れ（タイムライン②）

【連絡訓練】
・協会内連絡訓練

【連絡】
・通信手段の確保（ＳＭＳ、ＦＡＸ、携帯メール、

Abema TV）電源（発電機、ソーラー)
・人の移動手段の確保（自転車、バイク）燃料

【災対本部】
・代替手法の検討

【連絡】
・衛星携帯電話等のツールの確認
・連絡先の確認（勤務時間外）

【情報整理】
・様式の準備
・Drop Boxの利用

【参集】
・建設部職員：勤務先、それ以外：近い事務所

【地区別連絡対策】
・地区別事前準備会（WS、査定勉強会）

【情報収集】
・会員の人的・物的被害状況
・被害想定図による確認
　各種情報を確認（地元情報、広域情報）

【耐震対策／ハード】
・社員：住居対策、家具対策

【耐震対策／ソフト】
・情報バックアップ体制
・備蓄品／支援用
・災害査定技術力の向上
　緊急点検結果の様式
　災害査定技術

【社員情報】
・安否確認
・帰宅困難者対策

【地元支援】
・被災者支援
・学区支援

【支援体制の構築】
・標準支援体制（班構成）の確認
　業務別

事前準備

緊急輸送ルートのみ確保

電気インフラ停止期間

水道・ガスインフラ停止期間

0hr

3hr

1day

3day

4day

7day

10day

30day

時間経過
発生状況

（要求事項）
建設事務所

（9建設＋2港務）

愛知県測量設計業協会
（事務局／中村　孝雄）

TEL:052-953-5021
FAX:052-953-5020

mail:jimukyoku@aisokkyo.or.jp

協会会員会社
（地区別正副幹事会社：9地区）

尾張：尾張、一宮、海部、知多、衣浦港
西三河：知立、西三河、豊田加茂
東三河：：新城、東三河、三河港

協会会員会社
（正副幹事を除く）

愛知県建設部
（建設企画課／作間　俊宏）

TEL:052-954-6509
FAX:052-961-7028

mail:kensetsu-kikaku@pref.aichi.lg.jp

条件：
①南海トラフ巨大地震　Ｍ＝9.0　最大震度７　（震度6以上：10県153市町村）
　冬1/17(月）早朝勤務時間前　5:46:52
②広域的な被害あり：東日本大震災レベルの被害状況

H28.11.7

災害本部設置
受援準備

①情報提供要請（資機材、人員） ②要請依頼受理

⑦支援の可能な会員会社の報告⑧地区内支援業者の選定

⑲修正復旧費
事務所／まとめ

⑨地区内支援業者の決定
及び支援要請

③協会会員会社への情報提供要請依頼 ④要請依頼受理・検討

災害本部設置

⑥地区内の検討結果をとりまとめ ⑤支援体制の検討結果報告

⑩支援体制の準備

⑪作業開始（1次支援作業）

⑭県下支援業者とりまとめ結果受理⑬県下地区ごとの支援業者とりまとめ

⑮１次支援作業　まとめ
⑯概算復旧費

　事務所／まとめ

⑱２次支援作業　まとめ  
⑳修正復旧費

県／まとめ
県⇒国：修正復旧費用報告

⑰概算復旧費
　県／まとめ

県⇒国：概算復旧費用報告

⑫地区内支援業者決定の報告

報
告 支援要請

（参集）
（通信機能）

南海トラフ
巨大地震発生
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副 会 長
　

委 員 長
副委員長

〃
委 員

〃
〃
〃

委 員
〃
〃
〃
〃

アドバイザー

青 木 拓 生
　

中 西 喜 久 雄
吉 本 三 広
川 﨑 敏 昭
柴 田 修 身
伊 藤 　 宏
古 田 好 宏
飯 谷 哲 矢

鈴 木 善 晴
河 村 利 由 紀
浅 野 　 強
太 田 和 哉
早 川 友 幸
大 西 俊 次 

測量委員会・建設コンサルタンツ委員会・危機管理委員会名簿

測量委員会

委 員 長
副委員長
委 員

〃
〃

委 員
〃
〃
〃

廣 瀬 　 博
下 田 邦 明
伊 藤 寿 浩
山 田 秀 穂
伊 勢 野 暁 彦

國 島 正 彦
杉 本 佳 郎
山 田 雅 登
安 井 　 睦 

建設コンサルタンツ委員会　

委 員 長
副委員長

〃
委 員

〃
〃

委 員
〃
〃
〃
〃

アドバイザー

岩 田 敏 彦
早 川 正 喜
山 本 成 竜
岸 本 悦 典
中 西 慎 仁
朝 日 　 烈

酒 井 泰 明
濱 田 常 雄
村 雲 由 喜
前 田 勝 美
中 沢 真 三
白 木 敏 和

危機管理委員会　



一般社団法人 愛知県測量設計業協会

昭和42年8月 
　　社団法人全国測量業協会中部支部愛知県支会発足
昭和49年10月
　　愛知県測量設計業協会設立総会
昭和49年11月
　　愛知県より社団法人認可 
　　社団法人愛知県測量設計業協会発足（会員数98社）
昭和50年3月 
　　機関誌「あいちの会報」創刊
昭和50年10月 
　　同上を「協会通信」に名称を改称し、刊行
昭和53年12月 
　　協会章を制定
昭和54年11月 
　　創立5周年記念式典及び祝賀会開催
　　記念誌「5年の歩み」刊行
昭和59年11月 
　　創立10周年記念式典及び祝賀会開催
　　記念誌「10年の歩み」刊行
平成3年11月 
　　機関誌「方位」創刊、現在に至る
平成6年11月
　　創立20周年記念式典及び祝賀会開催
　　記念誌「道標」刊行
平成11年11月 
　　創立25周年記念式典及び祝賀会開催
平成15年4月 
　　技術委員会だより「テクノアイ」創刊
平成16年10月
　　「アメリカ伊能大図里帰りフロア展 in ナゴヤドーム」開催
平成16年11月
　　創立30周年記念式典及び祝賀会開催
平成18年7月
　　厚生労働省所管（独）雇用・能力開発機構の中小企業
　　人材確保推進事業助成金受給団体に認定
平成21年4月
　　実践型人材養成システムによる教育訓練を実施中
平成21年5月
　　創立35周年記念式典及び祝賀会開催
平成23年3月
　　大災害時における愛知・岐阜・静岡の三県測協間の応  
　　援に関する協定の締結
　　愛知県との災害時緊急支援に関する協定の締結
平成25年4月
　　一般社団法人へ移行
平成26年11月
　　創立40周年記念式典及び祝賀会開催
　　創立40周年記念誌「方位」刊行

協会の主要な事業

〒460-0002
名古屋市中区丸の内3丁目19番30号
愛知県住宅供給公社ビル3階
TEL 052-953-5021  FAX 052-953-5020

mail ： jimukyoku@aisokkyo.or.jp
http ：//www.aisokkyo.or.jp　　　　　　　　

一般社団法人 愛知県測量設計業協会

Contents
◆ 平成29年度　測量委員会活動報告
　　　　・技術革新の進む測量
　　　　・TSの応用（中心線測量）
　　　　・測量研修会

◆ 平成29年度  建設コンサルタンツ委員会活動報告
　　　　・「シビルエンジニアA・I」意見交換会の記録
　　　　・「アソシエーションA・I」現場研修会の記録

◆ 平成29年度  危機管理委員会活動報告
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協会の沿革

（１）測量設計業の技術及び経営の改善に関する調査研究
（２）測量設計業に関する法制及び施策の調査研究
（３）測量設計業の技術、経営等に関する研修会、講習会等の開催
（４）測量設計業の諸制度、経営等に関する情報及び資料の収集
（５）測量設計業の社会的使命に関する宣伝及び普及啓発
（６）測量業に関する登録申請等に係る助言、指導及び相談等
（７）関係機関等への要望、連絡、意見交換及び提携等
（８）その他本法人の目的を達成するために必要な事業

測量委員会・建設コンサルタンツ委員会・危機管理委員会だより


